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令和 4 年度 

「交通信号工事士」 
学科試験問題 

【注 意 事 項】 

１ 終了予定時刻は１１時０５分です。(１時間３０分) 
２ 開始３０分以降に退出可能ですが、実務試験まで、再入場はできません。 
３ 実務試験受験の方は、事前説明開始の１１時２０分までに入場してください。 
４ 五肢択一式です。答えを１つ選択してマークシートに記入してください。 
５ 問１～問２５まで、すべてを解答してください。 
６ 解答は、黒の鉛筆又はシャープペンシルで記入してください。 
７ ページ数は、表紙及び白紙を含めて１２ページです。 
８ 退出の時は、問題用紙及びマークシートを提出してください。 

  

 

試験会場 受験番号 氏  名 
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問１ 労働安全衛生法に関する記述について、正しいものはどれか。 

 

① 労働者の安全及び衛生について、かつては労働基準法に規定があったが、こ 

れを分離独立して作られたのが労働安全衛生法である。したがって、同法は労 

働基準法と一線を画す関係にある。 

 ② 労働安全衛生法に基づく「安全管理」とは、労働災害防止のための必要かつ 

高次的な基準である。 

 ③ 事業者は、労働災害を防止するための危害防止基準を作成して安全衛生管理 

体制を確立し、緊急連絡体制を明確にする。 

 ④ 事業者は、安全衛生についての自主的な活動を促進することによって、労働 

災害の防止に関する長期的計画的な対策を推進する。 

 ⑤ 事業者及び労働者は、安全及び健康を確保するための各種対策について協力 

する義務を負い、快適な職場環境の形成を促進する。 

 

 

問２ 道路関連法令で正しいものはどれか。 

 

① 道路交通法は、道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、 

及び道路の交通に起因する障害の防止に資することを目的としている。 

 ② 道路交通法施行令は、道路交通法の施行に必要な細則や、その委任に基づく 

事項などが定められており、信号機に関しては信号機の定義を規定している。 

 ③ 道路交通法施行規則は、道路交通法及び同施行令の施行に必要な細則や、法 

律・政令の委任に基づく事項が定められており、信号機に関しては信号機の灯 

火の配列等を規定している。 

 ④ 道路法は、道路網の整備を図るため、道路に関して、路線の指定及び認定、 

管理、構造、安全、費用の負担区分等に関する事項を定めている。 

 ⑤ 道路構造令は、道路構造の一般的技術規準を定めているものであり、信号機 

に関しては、車両限界、曲線半径、視距、縦断勾配、横断勾配、平面交差又は 

接続などがある。 
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問３ 警察庁では、「ＩＴＳ」(Intelligent Transport Systems)の中核である「ＵＴ

ＭＳ」(Universal Traffic Management Systems)を推進している。その「ＵＴＭＳ」

のサブシステムである安全運転支援システムの種類を記述したのであるが、含まれ

ないのはどれか。 

 

① 出会い頭衝突警報システム 

② 右折衝突事故防止システム 

③ 一時停止規制情報提供システム 

④ 右折巻き込み警報・歩行者横断情報提供システム 

⑤ 左折巻き込み警報・歩行者横断情報提供システム 

 
 
問４ 移動式クレーンを用いて作業を行う場合、（Ａ）、（Ｂ）に当てはまる組み

合わせを選べ。 

移動式クレーンで業務を行う場合、運転士免許を受けた者でなければ、当該業務に

就かせてはならない。ただし、つり上げ荷重が（Ａ）トン以上（Ｂ）トン未満の移

動式クレーン（以下「小型移動式クレーン」という。）の運転の業務については、

小型移動式クレーン運転技能講習を修了した者を当該業務に就かせることができる。 

 

（Ａ）   （Ｂ） 
①  ０．５      ３ 
②  １．０      ５ 
③  １．５      ７ 
④  ２．０      ９ 
⑤  ２．５    １１ 

 
 
問５ 安全管理について（Ａ）、（Ｂ）に入れる言葉として最も適切なものはどれか。 

安全管理とは事業活動に伴う（Ａ）の予防及び措置のため、（Ｂ）が実施する体系的

方策をいう。 

 
   （Ａ）     （Ｂ） 
① 災害    事業者 
② 交通事故  事業者 
③ 災害    現場代理人 
④ 交通事故  現場代理人 
⑤ 災害    発注者 

 



- 5 - 
 

問６ 道路に関連する法令とその内容の組み合わせについて、正しいものはどれか。 

 

① 信号機の定義      － 道路法 

 ② 道路の使用の許可    － 道路交通法 

 ③ 信号の意味等      － 道路法施行令 

 ④ 信号機の灯火の配列等  － 道路法施行令 

 ⑤ 道路使用許可証の様式等 － 道路法施行規則 

 

 
問７ 下記の信号機図面(時差式信号機)でＡの区間での最低必要なケーブル芯数は

どれか。ただし、コモン線は車両灯器用と歩行者灯器用にそれぞれ設ける。 

 
① １０ 
② １１ 
③ １２ 
④ １３ 
⑤ １４ 

  
 
 
 
 
 
 
 
問８ 路面復旧及び舗装に関する記述について、正しいものはどれか。 

 

① 路面復旧は工事図面及び道路使用許可条件に従い施工する。 

 ② 舗装種別は耐水性アスファルト舗装及び透水性アスファルト舗装などがある。 

 ③ 路盤は玉砂利石などを使用する。 

 ④ アスファルト混合物などはできる限り水平に敷均し、締め固めて仕上げる。 

 ⑤ アスファルト舗装の継目及び構造物との接触部は、接触面にアスファルト乳 

剤を塗布し密着させる。 
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問９ 路面復旧及び舗装に関する記述について、正しいものはどれか。 

 

① アスファルト混合物はせん断力にのみ抵抗し、曲げに対しては抵抗しないの 

で、たわみ性舗装と呼ばれる。 

 ② 半たわみ性舗装は、密度の大変粗いアスファルト混合物の間隙にセメントミ 

ルクを浸透させたもので、瀝青舗装の施工の速さには劣るが、コンクリート舗 

装の強度を有している。 

 ③ 透水性舗装は、歩道の舗装部分では水溜まりをなくし歩きやすくするため、 

強度は低下するが浸透性を良くした非常に密度の細かい瀝青舗装を用いる。 

 ④ コンクリート舗装は、たわみに強く耐摩耗性に優れ、施工期間及び施工方法 

の容易性、費用面でも有利である。 

 ⑤ プライムコートは、舗装を構成する表層と基層との付着をよくするために使 

用するアスファルト乳剤である。 

 

 

問１０ 植栽の移植・養生に関する記述について、正しいものはどれか。 

 

① 樹木はその特性に応じた適正な方法により幹を保護して搬入する。 

 ② 樹木は搬入後すみやかに植え込む。搬入日に植え込みが不可能な場合は、仮 

植え、又は十分な保護養生により根腐れなどの傷みを防止する。 

 ③ 植栽は高温乾燥期及び凍結期を避け、やむを得ず施工する場合は十分な養生 

を行う。 

 ④ 移植に先立ち、樹木の育成状況、植栽地の透水性及び土壌硬度が植栽に適し 

ていることを確認並びに調査を行い、移植の時期、枝払い及び養生方法など移 

植樹木の活着に必要な事項は施工計画書に定める。 

 ⑤ 移植の際は、掘取りに先立ち、樹種に応じて枝幹を切り詰め、仮支柱を取り 

付けるなど適切な養生を行う。 
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問１１ 掘削作業について記述したものであるが、間違っているのはどれか。 

 

① スコップ及び複式シャベル等を用いて、地盤に所定の掘削範囲の穴を掘る。 

② 効率が良いので極力えぐり掘りを採用するほうがよいが、床堀面は地盤をか 

く乱しないように掘削する。 

③ 機械掘削作業により周辺工作物などの破損のおそれがある場合は、人力掘り 

とする。 

④ 埋設物が予想される場合は、探りながら慎重に掘削する。埋設物を掘り当て 

た場合は、損傷しないように注意し、施設管理者及び監督員と協議する。 

⑤ 掘削はその日のうちに埋め戻しできる区間にとどめ、掘削残土は速やかに搬 

出する。 

 
 

問１２ 安全管理の目的について（Ａ）、（Ｂ）に入れる言葉として最も適切なもの

はどれか。 

（Ａ）の安全を確保することを第一の目的として、現場周辺の（Ｂ）の被害防止を

図る。 

 
   （Ａ）   （Ｂ） 
① 企業   第三者及び諸施設 
② 労働者  第三者及び諸施設 
③ 労働者  第三者及び自然環境 
④ 企業   第三者及び自然環境 
⑤ 労働者  諸施設及び自然環境 

 
 

問１３ 信号制御のうち感応制御の種類について記述したものであるが、間違って

いるのはどれか。 

 
①   全感応制御 
②   ジレンマ感応制御 
③   右折感応制御 
④   歩行者感応制御 
⑤   ステータス感応制御 
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問１４ 建柱工事における作業と資機材の組み合わせで、妥当でないものはどれか。 

 

①  コンクリートのはつり － ハンドブレーカー 

②  コンクリートの攪拌  － コンクリートバイブ 

③  路面の締固め     － プレートコンパクタ 

④  路面の裁断      － 道路カッター 

⑤  玉掛け        － スリング 

 
 
問１５ 交通信号機の動作確認手順であるが、適切なのはどれか。 

 
① 電源投入 → 手動動作確認 → 灯色の確認 → 閃光動作確認 → 
 Ｇ－Ｇ動作確認 → 多段動作確認 → 保安動作確認 
② 電源投入 → 保安動作確認 → 灯色の確認 → 閃光動作確認 → 
 Ｇ－Ｇ動作確認 → 多段動作確認 → 手動動作確認 
③ 電源投入 → 保安動作確認 → 灯色の確認 → 閃光動作確認 → 
 Ｇ－Ｇ動作確認 → 手動動作確認 → 多段動作確認 
④ 電源投入 → 灯色の確認 → 手動動作確認 → 閃光動作確認 → 
 Ｇ－Ｇ動作確認 → 保安動作確認 → 多段動作確認 
⑤ 電源投入 → 閃光動作確認 → 灯色の確認 → 手動動作確認 → 
 Ｇ－Ｇ動作確認 → 多段動作確認 → 保安動作確認 

 
 

問１６ Ｇ－Ｇ動作確認について記述したものである。間違っているのはどれか。 

 
① Ｇ－Ｇ動作とは、交通信号機が交錯する現示に対し、青信号を同時に表示し 
た場合、全ての信号灯器を滅灯したのち、閃光動作となることである。 

② 「復帰ボタン」を押すことにより、閃光動作が解除され、５秒間全赤表示後、 
第１階梯となる。 

③ Ｇ－Ｇ動作となった場合、制御部パネルの「Ｇ－Ｇ異常」ランプが点滅する。 
④ Ｇ－Ｇ検出は、あらかじめ指定された現示と現示間でのみ発生した現象を検 
出するものである。 

⑤ Ｇ－Ｇ現象の大きな原因の一つは外部配線でのショートである。 
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問１７ 次のＡ、Ｂ、Ｃで、吊上げ荷重５００ｋｇの玉掛け作業の条件を満たして

いるものはどれか。 

Ａ：玉掛け作業技能講習修了者 

Ｂ：玉掛け作業特別教育修了者 

Ｃ：小型移動式クレーン運転技能講習修了者 

 

① Ａのみ 

② Ｂのみ 

③ Ａ及びＢ 

④ Ａ及びＣ 

⑤ Ｂ及びＣ 

 
 
問１８ 高齢者等用押ボタン箱について記述したものである。間違っているのはど

れか。 

 
① 高齢者等用押ボタン箱を設置する場合、取付位置がいわゆる点字ブロックと 
不整合となっていないか、確認しなければならない。 

② 高齢者等用押ボタン箱を設置する場合、取付向きが車道と重複しないように 
しなければならない。 

③ 高齢者等用押ボタン箱の色は黄色である。 
④ 高齢者等用押ボタン箱には右のシールが貼付されている。 
⑤ 高齢者等用押ボタン箱を押下した場合と同じ効果がある押ボタンを有 
するペンダントがある。 

 
 

問１９ 超音波式車両感知ヘッドを設置する場合に使用する材料を記述したもので

あるが、使用しないのはどれか。 

 
① 自在バンド 
② ターンバックル 
③ アーム支持棒 
④ アーム 
⑤ Ｕノーマル 
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問２０ 建柱についての記述として、正しいものはどれか。 

 

①  傾斜地における根入れ長さは、山側ではなく谷側で測定する。 

②  １ｔ未満の柱の場合、クレーン操作者に制限はない。 

③  交通信号制御機が設置される柱は建柱時にＡ種接地工事が必須である。 

④  クレーン車のアウトリガー張り出しは最小限にとどめる。 

⑤  クレーンを操作せず玉掛けのみであれば、資格は不要である。 

 
 
問２１ 構造物を道路に取り付ける場合、建築限界を遵守しなければならないので

あるが、歩道上の建築限界は２．５ｍと定められている。下図の中で歩行者用灯器

を設置するのに２．５ｍの測定で正しいのはどれか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２２ 通常は主道路の信号を青にし、従道路側に設置した車両感知器又は押しボ

タン箱により感知されたときだけ、従道路側の信号を青にする制御はどれか。 

 

① 押ボタン制御 

② 全感応制御 

③ 簡易半感応制御 

④ 歩行者感応制御 

⑤ 自動感応制御 
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問２３ 工事が仕様書通り施工されているか確認するために、写真をその都度撮影

しておかなければならないが、間違っているのはどれか。 

 
① 車両用灯器設置前後写真 

 ② 安全会議写真 
 ③ 使用工具写真 
 ④ 使用材料写真 
 ⑤ 産業廃棄物処理状況写真 

 
 
問２４ 交通信号制御機の電源投入時の動作として、正しいものはどれか。 

 

①  第一階梯で計時開始 

②  第一階梯で５秒間停止 

③  ５秒間の全滅灯 

④  ５秒間の全赤表示 

⑤  ５秒間の閃光動作 

 

 

問２５ 交通信号制御機の手動動作についての記述として、誤っているものはどれ

か。 

 

① 手動動作を開始するには、手動操作部の動作切替器を「手動」側にする。 

② 手動操作用押ボタンを１回押すごとに１階梯進む。 

③ 手動操作用押ボタンを押さない場合、最長の階梯監視時間経過時に１階梯進む。 

④ 現示階梯図どおりに歩進する。 

⑤ 手動動作を終了するには、手動操作部の動作切替器を「自動」側にする。 

 
 
以下余白 
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